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子どもが本物の文化芸術に出会い、地域の活動が継続できる環境をつくる

状況を把握

子どもの文化体験と団体の継続
支援が課題

→
質問する

行政移管・体験機会・団体支援
を確認

→
市の答え

体験を広げ新たな団体支援も検
討

→
次を確認

学校間格差・体験実績・継続支
援を確認

一目でわかる｜問題・質問・市の答え

問題

文化行政の市長部局移管後、子どもの文
化体験、文化部の地域展開、文化団体の
継続的な活動をどう支えるかが課題です。

質問

移管の目的と評価、学校と文化行政の役
割、体験機会、文化部の地域展開、補助
終了後の団体支援を確認しました。

市の答え

体験機会を広げ学校へ提案し、文化部の
受皿等を協議。補助の延長ではなく、市
との連携等の新たな支援を検討すると答
えました。

最重要の到達点 学校と文化行政が連携し、子どもが本物に触れる機会と、文化団体が地域で活動を続けられる環境を
整えること

次に確認すること｜当時の方針と未解決点

文化行政移管 文化・スポーツ・観光を一体化し、認知度、誘客、経済、文化財、他部局連携、パトリアの機能向上を図る

子どもの体験 学校の教科・ICT・地域文化に加え、文化行政が新たな体験をつくり、教育委員会と共有して学校へ提案

文化部移行 運動部と一体で、文化団体・高校文化部を調査。受皿、指導者、場所、費用を関係部署で協議

文化団体支援 補助率5分の4、上限50万円、最大3回。4年目以降は同補助を延長せず、別の支援を検討

議事にある具体事項 会場減免や未成年チケット補助は議員の提案。市は実績・地域貢献を踏まえ、市との連携事業等を専門的知見も得て検討
すると答弁

※ここまでが令和7年3月定例会で確認した当時の内容です。 出典：日田市議会 令和8年6月定例会／日田市芸術文化振興補助金／岩澤重夫賞絵画コンクール（2026年9月5日確
認）
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その後の進捗

2026年6月の一般質問後に確認できる制度・政策・実績の変化です。質問との因果関係を示すものではありません。

絵画コンクールを開始 2026年8月、岩澤重夫賞「私の好きな風景」絵画コンクールの作品募集が始まりまし
た。

対象と応募方法 小学5・6年生、中学生、高校生が対象。市内小中学校は学校単位で取りまとめて応募
する仕組みです。

日田ゆかりの審査 テーマは「私の好きな風景」。日田出身の現代美術家・岩澤有徑氏が特別審査員を務
めます。

次に確認すること 学校ごとの体験機会、福岡国際音楽大学との取組、文化部の受皿、補助後の継続支援、
コンクールの応募・交流実績を確認します。

出典：日田市議会 令和8年6月定例会／日田市芸術文化振興補助金／岩澤重夫賞絵画コンクール（2026年9月5日確認）


